
KMSエンジニアリング株式会社  単位：円

（資 産 の 部）   （負 債 の 部）  

流動資産 419,900,647 流動負債 46,375,589

現金預金 5,351,666 買掛金 7,474,208

電子記録債権 37,897,940 未払費用 11,196,110

売掛金 53,008,820 預り金 3,026,133

原材料 2,557,940 未払消費税 6,931,230

未成工事支出金 208,888 未払連結法人税個別帰属額 1,451,108

短期貸付金 311,932,457 未払法人税等 296,800

前払費用 3,344,198 賞与引当金 16,000,000

立替金 354,750 未払金 0

未収入金 3,093,888 設備未払金 0

未収還付法人税等 2,150,100

貸倒引当金 0

固定資産 59,884,215 固定負債 98,588,824

有形固定資産 6,931,213 退職給付引当金 83,738,824

 建物 1 役員退職慰労引当金 14,850,000

   建物附属設備 4,172,562 繰延税金負債

 機械設備 93,995

   車両運搬具 102,670

   工具器具備品 2,561,985

 建設仮勘定 0  

投資等その他資産 52,953,002   負  債  合  計 144,964,413

  保証金・敷金 12,057,912

  ゴルフ会員権 500,000 (純 資 産 の 部)

   繰延税金資産 40,395,090 334,820,449

資本金 50,000,000

284,820,449

   利益準備金 8,595,709

別途積立金 15,000,000

繰越利益剰余金 261,224,740

    (うち当期利益) （ 3,276,861 )

純資産合計 334,820,449

 資  産  合   計 479,784,862  負債及び純資産合計 479,784,862

株主資本

利益剰余金

１. 貸借対照表

令和4年 3月31日 現在

科   目 金  額 科   目 金  額



1．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

・・・時価法（評価額は全部純資産直入法により処理し、

   売却原価は移動平均法により算定）

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

未成工事支出金・・・個別法による原価法

原材料・・・・・・・最終仕入原価法

(2) 固定資産の減価償却方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

 定率法（ただし、1998年4月1日以降に取得した建物（附属設備を除く）

並びに2016年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法）

を採用しております。

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

(3) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

(4) 引当金の計上方法

① 賞与引当金

従業員賞与の当期負担分に充てるため当期に負担すべき支給見込額を計上しております。

② 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

③ 退職給付引当金

 従業員の退職給付に備えるため、当期末要支給額を計上しております。

4. 注 記 表

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益

として処理しております。



(5) 収益及び費用の計上基準

2．貸借対照表に関する注記

減価償却累計額 円

3．株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 当事業年度末における発行済株式数

普通株式  ・・・ 株

(2) 1株当たり情報に関する注記

（期末発行済株式総数による）

① 1株当たり純資産額 4,797円 84銭

② 1株当たり当期純利益 32円 76銭

59,673,536

荷役資材については商品引渡完了時をもって、工事関係については工事完成時をもっ

て、船舶仲介については顧客からの支払通知書面の通知日をもって収益計上しており

ます。

100,000


